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5.ジフイポット に よる山 引 苗の 育 苗 試験

予 備 試 験

青 木 尊 重 ・ 中 井 武 司

1.は じ め に

本 試験に採用 したカ ラマツ毛苗は、(過 去に細いて、野 兎猟の被害に全 ぐかか らなかつた と称

されている)中 川 郡浦幌町所在の石井 山林 の約40年 生 の母樹 林から、アカエ ゾマ ツの山引苗は、

足 寄営林 署76林 斑内に 自生す る(昭 和56年 の豊作時に落果発生 した もの と推察されている)

ものであるo

な お、ジフイポット に移植 した時期は、 カラマツは5月llNで ・アカエゾ マ ツは6月11日

で あるo

土壌は、九大演習林構内の壌土 と川砂 とを等量に混合 した 屯のを使用 したoな 細 ボツ トの乾燥

防止のため、 ピー一トモス と切 ワラとで、お 於むねll・5㈱ 平均程度の被覆を した。 また 日覆には・
　 　き

クレモ燦 冷縦 白#穏o㈹ 。 × 欄)〉 を採用し鵡

9月10日 現在 にお・ける山引苗の活着率は、カラマツ で84・7%・アカエゾvツ で9ス8%で

あつた ことは、特筆に値する もの と判断される。(あ るいはジフイポット の効果か とも思考され

るが)、 また、総平均 上長生長量 については、つ ぎの と鉛 りであるo

表 一1総 平 均 上 長 生 長 量



な$・施麗効果について も、 チエ ツク したかつたので、1Pot当 り次の要領で施麗 した。(施

表 一一21poti当 り 施 艇三量

肥量な らびに臆料の配合 については何等 の根拠 亀ないo)

追 麗については、 ア月末 環にlPot当 りNを9.1評 、Pをa葉22、KをaO69を 窪回だ

け施肥 した。 苗木の消毒は、 ウスプル ン800倍 液 を、7月 上旬 と8月 上旬の2回 実施 したo灌

水は、 銭照 りや風速な どを考慮 しなが ら随時、薄 欝、弱 賛に入念 に実施 した。その結果今 欝もた

らされた ところの生長量数値については次の と細 りであるo

表 一3施 肥 別 生 長 量

本表から推察すれば、カラマツ については、標準区程度の施肥量を基準値にして もつ と変化に

とんだ実験計画をたてるよう再検討 してみる必要があるように判断されるoし かしながら、アカ

エゾマツについては、明春の頂芽の伸長に施肥効果が どのように反応するものかがまだ予測でき

ないまま休賑期を迎えたので、現時点に診いては、活着率のよさのみが確認されたにすぎないが・

葉色 。幹茎 ・その他の要素から推察 して、今後大いに検討すべぐ問題は多々あることは事実 とし

ても、全 ぐ期待のもてる試験のように判断されるo

な寿前表の測定間隔は 窪ケ月聞隔とし、7月 礒9H・8月lB日 ・9月30鷺 の5團 測定を実

施した。 また、施肥については、窒素は硫酸アンモ論ア。燐酸は過燐酸石灰 ・加里は硫酸カリを

それぞれ使用 したo

一51-一



図 一1.施 肥 別 生 長 量



図 一2大 。 中 ・ 小 溺 生 長 量



IL分 散分析の結果

義 カラマツの場合

第4表

本表か ら劇 出す と・(施 罷間)@と(苗 木間 》oと には 窪%の 危険率で有意 差が発生 してお り、

⑨ ×⑤間に も5%の 危険率 で有意差が もう少 しで発生 しそ うな傾向が認 められ た。 すなわち苗長

は少 な ぐとも5㈱ ～1vemの 毛 苗を移植すべ きであ り、施肥について も対照区3.0に 対 して標準

区 で1・9倍 ・2倍 区で2・6倍 の比率を示 しているので、施肥量 については標準区 と2倍 区の中間

程度の施罷量が好 ま しい もののよ うに判断され る。 さ らに付言するな らば、N・P・Kの 組合せ

について も・名採な ものに した実験計画を論 しすすめるべ きであろ う◇

B・ アカエ ゾWツ の場合

第5表



本表から割出されるものとしては、わずかに月別間に5%の 危険率で有意差が認められたにす

ぎないoす なわち、移植直後の1ケ 月間に測定期間中の伸長量の約6毒%・2ケ 月間に約32%

・5ケ 月目に8%と 、急激な生育の低下傾向が認められ、これを補 うべき手段の1つ として施肥

を試みたが・その効果は金ぐ認められなかつ鵡 ただし虜春の頂芽の陣長に現われては ぐれない

かとのわずかな希望が葉色やその他の外灘形態からは汲みとれる。

いま1つ は、10em前 後の山引苗を移植することが、所期の目的を達する近道の1つ とも考え

られる所に意義を見出したいo

皿.む す び に

A・ カラマツの出引苗については、活着率は85%で 、植込eesemの もので17cη に、その較

差は12em、 植込時礎oemの もので20exzと 、その較差は10ex!と 云 う一応の指標を得たことは、

① ジフィポツトの活用法、②罷培効果、⑤山引苗の効用、④育苗管理の手軽さ加減、⑤その他、

諸般の事項にわたつて充分に検討する価値のある予備実験であつたと判断されるo

B.ア カエゾマツの山引苗については、活着率が約98%で あるということが特徴であb、 施

罷効果は萌春以降の問題 としても・少な ぐとも苗長10伽 以上のものをジフイポット によつて育

苗管理すれば、1～2年 で、規格苗の最低品等程陵までは、らぐに持込める見透 しが本予備実験

の結果から推察されたので、今後の研究課題としては、カラマツ や トドマツその他各種の樹種以

上に大 きな実験計画の もとに、本格的な試験研究の課題に組み入れるべき性質のものと判断され

たo

な誇最後に、大切な山引苗を心よぐ本予備試験の材料として使用することをご諒承下さつた石

井 賀孝社長、ならびに足寄営林署の斉藤署長、安養寺管理官、後藤経営課長に、深謝の意を、誌

上を拝借して表するとと毛に、今後より一層のこ援動を切望してやまない次第であるo
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